
語
法
上
よ
り
見
た
る

東
西
方
言の
境
界
線につ
い
て

， 
話法上￡リ見t:る東西方言の境界線について

東
西
方
言
の

境
界
棋
に
つ
い
て
は
、

古
〈
は

明
治
末
年
国
語
調
査
委
員
会

の
口

諮
法
調
査
報
告
書
並
に
問
分
布
図
が

あ
り
、

近
く
は
、

東
係
先
生
の

全

国、
方
言
辞
典
中
に一
訳
さ
れ
て

居
る
が

、
国

語
調
査
委
員
会
が

調
査
し
て

以

来 、

約
五

十
年
を
経
過
し
て
お
り
、

そ
の

後
の

変
遜
と
い

う
よ
う
な
こ
舟

も
考
え

ら
れ

、
叉
調
査
委
員
会 。
の

も
の

も
そ
の

調
査
が
精
細
止
は一
文
わ
れ
な
い
の
で

、

た
る
べ

く
こ
ま
か
〈

調
査
じ
、

現
在
の

状
態
を
知
り
た
い
の

と
、

明
治
以
来

だ
い
た
い

関
東
方
言
裂
の

も
の

が
標
準
語
と
し
て
認
め
ら
れ

、

教
育
に
も
だ

い

た
い
こ
れ
が
用
い

ら
れ
て

来
た
の
で
、

そ
の

影
響
と
い

号
も
の

も 、

調
査

し
て

見
た
い

と一
疋
う
よ
う
な
こ
zy--
か

ら
、

左
の
五
つ
の

語
を
選
ん
で
調
査
し

て

見
た
の
で

あ
る
。

付
、

打
消
の

言
い

方
。

行
か
な
い

行
か

ぬ
(
ん
)

悼
、

指
定
の

言
い

方 。

こ
れ
だ

こ
れ
ぢ
や
(
や
)

しろ

悼
、

形
容
詞
の

連
用
形 。

白
く
た
る

白
う
(
白
〉

た
る

伸
、

口

語
一

段
活
用
の

命
令
形 。

受
付

引

受
け

幻
(
い
)

伸
、

ハ

行
四

段
活
用
の

音
便
形 。

買
7

た

買
う
た

右
の
五
つ

の

語
を
五

十
歳
以
上
の

ん
しf

高
等
学
校
の

生
徒
に
つ
い
て

そ
の
日

常
の

使
用
状
態
に
つ
い
て
、

調
査
し
て

統
計
し

作
図
し
た
の

が
、

附
図
の

如

牛

初

山

男

き
も
の
で
あ
る
。

な
る
べ

く
こ
ま
か

〈
調
査
し
た
い
の

が
目
的
な
の
ポ

各
市

町
村
そ
単

位
と
し
て

各
市
町
村
四

、

五

名
そ
選
ん
だ

。

次
に

そ
の

各
語
の

分
布
状
態
と
、

境
界
線
に
つ
い
て

そ
の

概
要
を
記
述
す

れ
ば

、

左
の

如
き
も
の
と
な
る
。

付

打
消
の

言
い

方

行
か
な
い

行
か

ぬ
(
ん
〉

行
か

な
い

を
、

ほ
ほ

純
粋
に
用
い
て

居
る
丙
限
は
、

北
は

新
潟
県
の

中
蒲

原 、
東
蒲
原
の

西
境
よ
り
、

福

島
、

群
馬

、

長
野
井

新
潟
の

県
境
そ
経
て

長

野
県
北
安
曇

、

南
安
曇

、

東
筑
摩、

諏
訪
の

西
鏡
よ
り
山
梨
県
に
入
り
、

東

山

礎
的
八

代
の

東
境
を
経
て
、

静
岡
県
の

営
士

、

庵
原
の

西
境
を
連
ね
る

線

で
あ
る

・

こ
れ
に

対
し
て

行
か
ぬ
(
ん
)

を
ほ
ぼ

純粋
に

用
い

る
境
界

線
は

新潟
県
の

中
頭
械
の

東
境
よ
匂
新
潟
長
野
の

県
境
そ
経
て
、

長
野
県
で
は

北

安
曇

、

南
安
曇

、

東
筑
摩
の

商
境
そ
経
て
、

下
伊
那
を
中
断[
静
岡
県
に
入

り
、

榛
原
郡
の

東
境
安
大
井
川
が
海
に
そ
A

ぐ
線
で

あ
る
が

、

静

岡、

愛
知

の

諸
国防
に

於
て
は
、

か
な
り
な
い
の

混
用
が
見
ら
れ
る
・

以
上
が

、

な
い

、

ぬ
ハ
ん
)

の
ほ
ぼ

純
粋
に
用
い
ら
れ
る
境
界
線
で
あ
る
が

、
こ
れ
か
ら
な
い

、

ぬ
の

境
界
線
そ
設
定
す
れ
ば 、

北
は

新
潟
県
の

中
蒲
原、

東
蒲
原
の

西
境
よ

り
福
島
、

群
馬
台

新
潟
県
の

県
境
を
経
て
、

長
野

、

新
潟
の

県
境
に
沿
い

下
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っ

て

長
野
県
北
安
曇

、

南
安
&

、

東
筑
摩 、

諏
訪
を
経
て
山

梨
県
に
入
り
、

東
山
梨 、

東
八
代 、

南
都
留

、

静
岡
県
の

富
士、

庵
原
の

西
績
を
連
ね
る

線

を
も
っ

て
、

こ
の

認
の

境
界
線
と
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

次
に

高
等
学
校
の

生
徒
の

言
い

方
に
つ
い
て

見
る
と
そ
の

境
界
棋
に
は
か

わ
り
は
な
い

。

た
だ
五

十
蔵
以
上
の

入
の

方
が

、

高
等
学
校
生
徒
よ
り
、

よ

り
少
〈

関
東
型
の

も
の
を

使
用
す
る
と
い

う
だ
け
で
ら
る
。

同

指
定
の

言
い

方

こ
れ
だ

と
れ
ぢ
や
(
や
〉

純粋
に
だ
を
用
い

る
西
限
は
、

北
は

新
潟
県
の

西
境
よ
り
、

長
野
県
北
安

曇
、

南
安
曇

、

の

西
境
を
経

、

西
筑
摩 、

下
伊
那
の

西
摘出
を
経
て
、

静
岡
県

西
加

茂、

碧
海 、

幡一
旦
の

諸
郡
の

西
境
を
連
ね
る

棋
で
あ
る
。

Vり
や
(
や
)

を
ほ
ぼ

純
粋
に
用
い

る
境
界
線
は
、

北
は

宮
山
県
の

射
水 、

西
腐
波 、

東
踊

波
の

東
撹
よ
り

岐
阜
県
に
入
り
、

古
城

、

益
田

、

怒
郊
の

東
践
を
経
て

岐
阜

愛
知
の

県
境
を
下
り

愛
知
の

西
境
に
至
る

線
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
の

中
に
も

泊
を

混
用
す
る
も
の

が
あ
り
、

他
の

誇
に

比
し
て

混
用
地
帯
が
広
い
の
で

あ

る
。

右
の

問
、

明
引
ハ
引
)

の

分
布
状
強
か
ら
こ
の

誌
の

境
界
線
を

設
定
す

れ
ば

、

北
は

新潟
県
の

西
境
よ
り

長
野
県
に
入
り

北
安
曇、

南
安
曇 、

西
筑

摩
下
伊
那
の

西
境
を
経
て

岐
阜

、

愛
知
の

県
境
を
下
り
、

愛
知
県
の

西
境
に

至
る

線
そ
も
っ

て

だ
い
た
い

だ
、

引制
(
や
〉

の

境
界
棋
と
し
て

よ
い
で
あ

ろ
う
。

次
に
高
等
学
校
の

生
徒
の

言
い

方
に

於
け
る
、

境
界
線
を
見
る
と
、

こ
の

柏駅
を
も
っ

て
、

や
は

り
境
界
線
と
し
て

よ
い

。

そ
し
て

そ
の

差
は
な
い
し仁
比

較
し
て

見
る
と

制川
よ
り
も 、

ず
っ

と
少
い
と

言
う
こ
と
が
出
来 、

標
準
語

の

方
言
に

及
ぼ
す
影
響
が
少
い

こ
と
を

物
語
っ

て

居
る
。

しろ
白
う
ハ
白
〉

な
る

三
、

形
容
詞
の

連
用
形

白くなる

自
引
を
用
い

る
西
限
は
北
は
新
潟
県
の

中
蒲
原、

東
務
原
の

郡
境
よ
り
北

魚
沼 、

南
魚
沼 、

中
魚
沼 、

東
頚
棋
の

北
境
を
経
て

中
頭
棋
を
中
断
し
、

西

頚
城
と
長
野
県
境
を
経
て
、

北
安
曇

、

南
安
曇

、

東
筑
摩 、

西
筑
摩 、

下
伊

那
の

各
都
の

商
務
よ
り
、

愛
知
県
の

北
設
楽、

南
設
楽
の

西
境
を
経
て

宝
飯

の

北
設
を
連
ね
る

棋
が
ほ
ぼ
純
粋
に
白
く
を
使
用
す
る

線
で
あ
る
。

白
う
を

純
粋
に
用
い

る

線
は

宮
山
岐
阜
愛
知
の

諸
県
の

商
境
を

結
ぶ
線
と
す
る'
こ
と

が
出
来
る
が
美
濃
の

吉
城

、

大
野

、

益
田

、

恵
那
は
ほ
ぼ
純
粋
に
白
う

が
使

用
せ
ら
れ
て
い

る
。

次
に
こ
れ

等
の

分
布
状
態
か
ら
白
引
白
引
(
副
)

の

境
界
線
を
設
定
す
れ

ば
、

新潟
県
で
は

岩
船 、

北
捕
原
の

東
撹
よ
内

東
捕
原
の

西
拐
を
経
て
、

北

魚
沼
の

北
境
よ
り

古
志 、

刈
羽
の

各
郡
を
経
て

東
顕
械
の

北
境
よ
り 、

中
顎

滅
を
中
断
し
、

西
顕
械
の

南
栴却
を
経
て
、

長
野
県
に
入
り
、

北
安
袋 、

南
安

曇 、

東
筑
摩 、

商
筑
摩 、

下
伊
那
の

西
境
を
経
て

愛
知
県
に
入
匂

北
設
楽 、

南
設
楽 、

宝
飯
の

諸
郡
の

西
境
を
連
ね
る

線
が
境
界
線
で
あ
る
と
云
う
こ
と

が
出
来
る
。

次
に
高
等
学
校
の

生
徒
の

言
い

方
今 一
見
て

も
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
じ

線
が
そ
の

梅田
界
線
で
あ
る
が
富
山
岐
阜
愛
知
の

諸
県
に
於
で
か
な
り
多
く
の

混
用
が
見
ら
れ
る
。

伺
、

口

語
一

段
活
用
の

命
令
形

受
け
ろ

受
け
よ
(
い
〉

受
け
引
を

純
粋
に
用
い
て

居
る
の
は

新
潟
県
で
は

中
関
城
の

西
境
よ
り
、

長
野
県
に
入
り

富
山
県

、

岐
阜
県
と
長
野
県
の

県
境
を
経
て
、

西
筑
摩
の

中

央
部
福
島
町
附
近
に
て

西
筑
摩
そ
東
闘
に

中
断
し
て

上
伊
那
に
入
り
、

上
伊

那
に
て
同
じ
〈
伊
那
町
附
近
を
東
西
に

中
断
し
て
、

山
梨
県
に
入
。
山
梨
の

凶
境
を
経
て

、
静
岡
県
の

富
士
郡
の

西
撹
に
至
る

線
と
す
る
こ
と
が
出
来
る

。

受
け

判
ハ
叶
〉

の

東
限
は
だ
い
た
い

北
は

富
山
県
の

射
水 、

東
磁
波 、

厳
阜

回
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県
、

愛
知
県
の

西
境
に

至
る

棋
と
ナ
る
こ
と
が
出
来
る
・

以
上
を
綜
合
し
て

ろ
、

よ
(
い
〉
の

境
界
線
を

設
定
す
れ
民
北
は

新
潟
県
の

西
顕
域
ょ
の、

長
野
県
の

北
安
曇、

南
安
曇、

東
筑
摩
の

西
績
を

経
て

西
筑

摩、

下
伊
那
を

東
西
に

中
断
し
て
、

山

梨
県
花
静
岡
県
庵
原
郡
と
の

境
を
下

り、

富
士

川
の

海
に
そ
ム

ぐ
線
を

も
っ

て
こ
の

誇
の

境
界
線
と
す
る
こ
と
が

・

出
来・
ょ
う 。

次
に
高
等
学
校
生
徒
の

言
い

方
に
つ
い
℃
は

引
を

多
〈

混
用
す

る
と
い

号
程
度
で
境
界
線
を
左
右
す
る
よ

う
な
差
は
な
い

.

品川
受
け
れ
受
け
ら
れ
の

形
が
新
潟
県
と
富
山
県
広

島
り
、

こ
れ

等
と
新
潟

県
の

買

引
た
白

引
と
の

分
布
状
態
と
ほ
ぼ
一

致
す
る
こ
と
を
一

言
つ

け
加
え

て
お
き
た
い

.

同門

A

行
四

段
活
用
の

音
使
形

買
っ

た

買
う
た

買
J4

た
を

純
粋
に

用
い
て
い

る

地
域
は

新
潟
県
の

西
境
、よ
り
、

富
山
、

岐

阜
の

県
境
に、
沿
っ

て

下
旬、

岐
阜
と

石
川、

福
井、

滋
賀
の

諸
県
の

県
描却
を

経
て
、

岐
阜
県
に

於
て
は
不
破

‘

養
老

、

海
津
の

諸
郡
の

東
境
を
経
て

長
良

川
の

線
が
買
っ

た
の

商
限
で

あ
る
・

買
う
た
の

純
粋
に

用
い

ら
れ
る
東
限
は
、

以
上
頁・
っ

た
の

腺
か
ら
だ
い

た

い

岐
阜
の
不
破

、

養
老

、

の

諸
郡
を

除
い

た

線
で

あ
る
・

こ
の

語
の

混
用
地

帯
は

極
め
て

少
い

。
従
っ

て

そ
の

境
界
線
は
従
来
か
ら一
式
わ
れ
て

居
る
宮
山

、

石
川、

福
井、

三
重
の

諸
県
と
新
潟

、

岐
阜

、

愛
知
の

県
境
と
す
る
こ
と
が

出
来
る
。

又
高
等
学
校
生
徒
に
つ
い

て

も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で

あ
る
。

右
の

境
界
線
は
、，

国
語
調
査
委
員
会
の

分
布
図
と
も
一

致
す
る

も
の
で

あ

る
が

、

新
潟
県
に

於
け
る

分
布
状
態
に
つ
い
て
は
か
な
り
の

違
い
を
見
せ
て

居
る
の

で
こ
の

点
を

記
し
て
お
く
。

即
ち
私
の

調
査
で
は

岩
船1

北
蒲
原、

中
蒲
原

、

西
諸
原

、

南
蒲
原

、
一
二
島
の

諸
郡
峠
ほ
と
ん
ε

純
粋
に

寅
引
た
を

用
い
て

お
り
、

古
志、

刈
羽
の
両
郡
一は

混
用
し
て

居
る

・

東
蒲
原
は

買
っ

た

鍾

で

あ
る
。

こ
の

郡
は

他
の

制
川

白
引

等
、も
同
じ
く

関

東

来

を

用
い

て

い」

・

る
。

そ
し
て

北
魚
沼

、

中
魚
沼

、

南
魚
沼、

東
頚
城

、

中
頭
城

、

西
顎
械
は

ご
く

僅
か

買
う
た
を

混
用
し
て
居
る
が

、

ほ
と
ん
ど

純
粋
に
頁
叶っ

た
を
用
い

て
い

る
と一
去
っ

た

方
が
あ
た
っ

て

居
る
。

即
ち
国
語
調
査
委
員
会
の
並
用
地

域
は

純
粋
に

買
っ

た
を

用
い
て
お
り
、

刈
羽

、

古
志
が
混
用
し

て

居

る

点

と
i

東
蒲
原
の

買
っ

た
が

、

委
員
会
の

も
の
は
、

払

引
た
に
な
っ

て
居
る
点

が
主
な

相
違
点
で
あ
る
。

こ
れ
等
の

相
違
は
同
じ
ハ

行
四
段
で
は

あ
る
が

、

払
う
た

買
う
た
の

誇
棄
の

相
退
に
よ
る
か

も
知
れ
ぬ
が

、

長
い
五

十
年
の

年

月
の

推
移
の

跡
と
も
見
れ
ば
見
ら
れ
る
。

向委
員
会
の

調
査
は
全
面
的
で
は

あ
る
が

、

そ
の

調
査
の

精
疎
は
同
じ
く
な
い

点
が
あ
り
、

調
査
の
不
備
の

点

も
あ
る
か

も
計
ら
れ
な
い

が
、

こ
れ
ら
の
こ
ま
か
い

点
に
つ
い
て
は

今後
の

問
題
と
し
て
、

今
は

唯
調
査
の

あ
り
の
ま
与
を

記
し
て
お
〈
だ

け

に

と

ど

め
、

五

十
年
間
の

推
移
の

跡
に
つ
い
て
は
、

A7後
こ
ま
か
に
研
究
し
て

見
た

-u
 
以
上
五
つ
の

語
の

境
界
線
宏

、

五

十
才
以
上
の

入
と
高
等
学
校
生
徒
と
に

つ
い
て

見
て

来
た
の
で
あ
る
が

、

こ
れ
を
総
合
し
て

東
聞
方
言
の

境
界
線
を

考
え
る
と
北
は
新
潟
県
と
富
山
県
の

県
境
と
、

南
は
静
岡、

愛
知
の

県
境
と

を

結
ぶ

線
が、

東
西
方
言
の

境
界
線
と一
式
う
こ
と
に
な
る
@

北
は
日
本
ア
ル

プ
ス

と
い

う
犬
山

脈
に
よ
っ

て
は
っ

き
り
と
、

そ
の

境
界
線
を
な
す
の
で
あ

る
が

、

南
は

混
用
す
る
こ
と
が
多
〈
で
、

一

棋
を

も
っ

て

劃
す
る
こ
と
は
困

難
で

あ
る
・

そ
し
だ
そ
の

結
果
は
、

国
語
調
査
委
員
会
の

志
の
と
ほ
と
ん

ど
一

致
す
る

こ
と
と
な
り
、

高
等
学
校
生
徒
の

言
い

方
に
つ
い
て

も
ま
た-一

数
?
る
と
雪

組



う
こ
と
に
な
る
@

以
上
東
西
方
言
の

境
界
線
に
つ
い
て
は
、

明
治
以
来一
再
わ
れ
て

来
た

も
の

と
一

致
す
る
の
で

あ
る
が

、

各
誇
に
つ
い
て
は

委
員
会
の

も
の
と
は
多
少
の

相
違
が
あ
り 、

高
等
学
校
の

生
徒
の

用
い

方
に
つ
い
て

も 、

こ
ま
か
く
考
察

し
た
い
の
で

ら
る
が

、

今
日
は
た
だ

調
査
の

結
果
だ
け
を

記
す

こ

と

に

し

た

向

二
一

附
け
加
え
て

見
た
い
の
は
、

こ
れ
等
五
つ

の

誇
糞
か
ら
見
た

関
東

方一一
日
と

関
西
方
言
と
の

区
画
で

あ
る
が

、

東
係
先
生
の

方
畳一
回
辞
典
中、

そ
の

附
図
に

新潟
県

、

長
野
県
ハ
除
西
筑
摩
下
伊
那
南
傘
)

、
静
岡
県
(
除

引
佐
浜

名
郡
)

以
来
を

本
州
東
部
方
言
区
と
し

富
山
、

石
川、

福
井、

滋
賀、

三
重

の

東
境
を

も
っ

て

凶
方
言一
区
と
さ
れ

、

そ
の

中
聞
を
中
間
地
帯
と
さ
れ
て

居

る
。

今
私
の

調
夜
て
た
五
つ
の

誌
か
ら
こ
の

区
闘
を

考
え
る
と
関
東
方
言
の

区
画
と
し
て
は
、

な
い
の

境
界
線
即
ち
新
潟
県
と
、

山

形 、

福
島
、

群
馬
の

諸
県
の

県
出掛
と
、

長
野
新
潟
の

県
臨泌
を
下
っ

て
、

日
本
ア
ル
プ
ス

を

腐
と
し

て
、

長
野
県
の

東
筑
摩、

諏
訪
の

西
窃
よ
り
山

梨
県
に
入
り
、

東
山
梨、

西

八

代
の

東
境
を

経
て
、

富
士
川
の

海
に
そ
ふ

ぐ
線
を
も
っ

て

そ
れ
よ
り

以
来

を

関
東
方
言
の

区
域
と
し
、

富
山
、

石
川、

福
井、

滋
賀、

三

重
の

東
境
よ

り
以
西
を

関
西
方
言
区
と
し
、

そ
の

中
間 一
地
帯
を

混
用
地
帯
と
し
て
は

知
何

で

あ
ろ
う
か

。

き
す
れ
ば
中
間
地
帯
に

新
潟
県
を
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。

新
潟
県
は
五
つ
の

誇
に
つ
い
て

見
た
よ
う
に

、

関
西
万
一=一回
の

特
質
を
多
分
に
・

含
ん
で

居
る
の
で
、

こ
れ
を

関
東
系
に
入
れ
る
こ
と
は

如
何

か

と

恩

わ
れ

る
。

関
東

ぺ川
の

き
か

れ
る
の

も

富
士

川
以
東
で

あ
る
こ
と
を

も
思
え
ば

、

富
士
川
以
来
を
も
っ

て

純
粋
の

関
東
方
言
区
と
し
た
ら

如
何
で

あ
ろ
う

か
。

・
次
に

標
準

語
教
育
の

方
言
に

及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て

だ

あ
る
が

、

く
わ
し

〈
は

標
準
語
と
し
て

認
め
ら
れ
て

来
た
も
め
を

、

各
時
代
に
つ
い
て

検
討
し

た
上
で

論
じ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ

ろ

う

が
、

今
日
は
た
だ

標
準
誇
を
明

治
以
来
関
東
方
言
系
の

も
の
を
と
っ

て

来
た
こ
と
之
し
て

見
た
い

。

さ
す
れ

.
ば

、

以
上
各
語
に
つ
い
て

見
て

来
た
よ
う
に
五

十
歳
以
上
の

入
と
、

高
等
学

校
生

徒
と
の

鹿
界
線
の

相
違
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
ず

、

唯
高
等
学
校
生
徒

の

方
が

、

関
京
系
を
や
や
多
く
用
い
て

居
る
と一
云
う
だ
け
で

あ
る
。

愛
知
県

幡
豆
郡
に

於
て

例
を
と
っ

て

見
て

も 、

こ
れ
は

混
用
の
ご
く
多
い

地
方
で

あ

る
が

、

な
い
を
五

十
歳
以
上
で
用
い-
A-
も
の

は
一

六
、

生

徒
二
一

、

ん

ハ
ぬ
)

は
五

十
銭
以
上
五
回

、

生
徒
四
三
で
入

ニ
れ
は
包

%
と
柏崎

%
と
な
り

去
の

差
は
四

%
と
な
り
、

二

割
に
み
た
な
い

と
云
う
こ
と
に
止
る
。

以
上
境

界
線
か
ら
見
て

も
、

幡
豆
郡
の

例
か
ら
見
て

も
標
態

語
が
方
言
に

及
ぼ
す

影

響
と
い

う
も
の
は
日
常
語
に

於
て
は
た
い
し
た
こ
と
は
な
い

と
云
号
こ
と
に

な
る
の
で

あ
る
。

以
上

調
査
の

結
果
を
ご

く
大
ま
か
に
要
約
し
た
も
の
で

附
図
も
そ
の
だ
い

た
い
を
示
す
に
す
ぎ
な
い

も
の
で
あ
る
。

各
誇
に
つ
い
て
五

十
歳
以
上
と
高

等
学
校
の
生
徒
の

も
の
と
の

分
布
図
が
手
元
に

あ
る
の
で

あ
る
が
印
刷
の

関

係
上
す
べ
て
を

省
賂
ず
る
こ
と
と
す
る
。
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